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信号にノイズが混入しても正しく情
報を伝える誤り訂正技術、信号を少
ないビット数で表現する情報圧縮技
術に関する研究です。実用化されて
いる従来技術は、目的に特化されて
おり、限定された通信路・情報源で
しか理論限界を達成できませんでし
た。展示では、この課題を解決する
ための符号化理論を紹介します。

拘束条件を満たす系列に基づく符号
化法(CoCoNuTS※)を考案し、これが
任意の情報源・通信路に対して理論
限界を達成することを数学的に証明
しました。この符号化理論により、
多くの通信・記録の手段（誤り訂正
や情報圧縮など）において、理論限
界を達成する実用的な符号を統一的
に構築することができます。

光ファイバ・無線ＬＡＮ・携帯電話
などにおける信頼性の高い大容量通
信や、ＣＤ・ＤＶＤ・ＢＤ・フラッ
シュメモリなどにおける高品質な大
容量記録を実現できます。また、本
技術により、符号化による効率を理
論限界まで高めることができます。

0008
Multipotential coding method achieving the Shannon limit

研究の背景

• 通信における符号化効率の限界はシャノン（C.E.Shannon）によって求められました

• しかし、シャノンが提案した限界効率を達成する符号化法は計算量の観点から実現が困難でした

• 一方、現在実用化されている符号（ターボ符号・ＬＤＰＣ符号・ポーラ符号）は、光ファイバのような
通信路や自然画像のような情報源ではシャノン限界を達成できませんでした
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シャノン限界(シンボル数／送信量)= max
:
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[Shannon, 1948]

シャノン限界(送信量／シンボル数)= min
ೊ|:
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[Shannon, 1959]
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※CoCoNuTS = Code based on Constrained Numbers Theoretically-achieving Shannon limit

ノイズによる情報損失を
拘束条件の情報量まで抑えられる

拘束条件(方程式)を満たす
系列へ符号化

拘束条件を満たすように
情報を復元

拘束条件の情報量を
削減できる

拘束条件(方程式)を満たす
系列に変形して圧縮

拘束条件を利用して
情報を復元

基準を満たす品質で
情報を圧縮

基準を満たす品質で
情報を復元

誤り訂正のための
情報を付加

ノイズを除去して
元の情報を復元
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